
 

平成 30 年度 第３回 学校運営協議会の報告 

 

平成 31 年 1 月 31 日(木)16 時より、平成 30年度第 3回学校運営協議会を開催しました。 

議事に先立って学校長より、同窓会の教育活動等への手厚い支援に対する感謝、また、昨日行われた 72 期生

スピーチコンテストの感想として、発表内容や発音のすばらしさ、発表を聞いている生徒のマナーのすばらしさ

から生徒の成長を強く感じたというお話がありました。 

続いて、各分掌・係から次の 4点について説明、報告をしました。 

① 平成 30 年度学校経営計画および学校評価について 

② 平成 31 年度学校経営計画および学校評価について 

③ 平成 30 年度学校教育自己診断について 

④ 平成 30 年度授業アンケート結果について 

 

これらの報告に対して協議に入り、委員の皆様から以下のご提言やご意見をいただきました。 

合わせて平成 30、31 年度学校経営計画および学校評価について承認されました。 

○学校教育自己診断について 

・保護者は行事、懇談等来校する機会は少ないが、教員は積極的に関わっている傾向にある。 

・進路関係の振返りで保護者向けセミナーを実施すれば、保護者との関わりができ理解が深まるのではないか。 

・自己診断の文言について、「楽しい」を「充実している」にする方が良いのではないか 

○卒業生、保護者の立場から 

・生徒が１年で成長したしたと実感できる環境の中で、アンケートで生徒が学校に来ることが楽しいが８４％

あり、すごいと感じている。 

・現状として工夫された授業が展開されているため、生徒の顔つきが良くなってきている。  

○進路指導について 

・グローバル人材育成、音楽教育については、大学側の働きがけにすべて応じていくのか、それとも本校の強

みに絞って継続していくのか。広く情報を得て生徒におろすほうが偏りが出ないのではないか。 

○その他 

・ここ数年、生徒の成果を見てきた。今の流れでよいと思う。教員の多忙を考えると単年度で見るか、中期計

画を元に議論してもよいのではないか。 

・「確かな学力」を育成するための取り組みから３年先を見据えて議論しても良いのではないか。 

・教員が頑張れば頑張るほど生徒がしんどくなることがあるが、うまく取り組めていると感じた。 

・受身の生徒ではなく、自分で答えを見つけて行きたいタイプの生徒が多い気がする。 

・音楽科については、生徒のことを良く考えてもらい、具体的に実践してもらって感謝している。 

 

以上の提言やご意見に対して、学校から以下の説明をしました。 

 授業アンケートの結果は主体的な学びについては、基本的に沿い数値が結果として出ている。 

 アンケート等、数字に表れてこない変化がある。行事等を通じて成長を表すエピソードも多数あり、１年

生とは感じない落ち着きがあった。 

 入学してくる生徒の層が変化している。人間的には幼い部分もあるが、伸びしろを感じている。 

 自主・自律の重点目標でもある生徒１人ひとりに応じた教育活動の推進ならびに、「夕陽丘いじめ防止基

本方針」に基づいた取り組みについては、数字には表れていないが取り組みは十分行われており、来年度

はしっかりと数値を上回れるようにしたい。 

 高大接続に付いては、各大学の動きを把握するとともに、高校側も情報提供をしっかり実施してする。入

試に向けたＥポートフォリオの有効活用を検討して行く。 

 

 

協議の後、校長より今年度協議会委員に対し、引き続き次年度の依頼をして、承諾いただきました。その後、

次年度学校運営協議会開催時期を決定、挨拶の後、閉会となりました。 



平成 30 年度 第２回 学校運営協議会の報告 

 

平成 30 年 10 月 23 日(火)14 時 50 分より、平成 30年度第 2回学校運営協議会を開催しました。 

議事に先立って授業観察を行い、委員の方からは「電子黒板の活用、ペアワークの実施など視覚的にわかりや

すく、生徒が笑顔で学んでいる様子がよかった。」「講義形式に比べ、聴く力・考える力が衰えないかとの懸念も

あるが、それは授業の形態ではなく社会の変化であり、生徒たちは真剣に学習している。」「教員が生徒と双方向

型の授業で、とても活発に授業をしていると感じた。」など、好印象の感想をいただきました。 

続いて、各分掌・係から次の 3点について説明、報告をしました。 

⑤ 平成３０年度学校経営計画進捗状況について 

⑥ 平成３０年度授業アンケート（第 1 回）結果について 

⑦ 学校教育自己診断結果の中間報告 

 

これらの報告に対して協議に入り、委員の皆様から以下のご提言やご意見をいただきました。 

○授業アンケートについて 

・非常によいアンケート結果である。 

・授業アンケートの結果は各教員に伝わっているか。 

○保護者（音楽科）の立場から 

・音楽科生徒による校内演奏会（ピッコロコンチェルティスタ）について、演奏会の回数を増やしたり、生徒

個人の演奏時間を長くしたりすることはできないか。 

○生徒指導について 

・遅刻総数が現段階で昨年よりやや増との報告だったが、歯止め策として何か考えているのか。 

○進路指導について 

・音楽科の進路状況は資料①（学校経営計画進捗状況）の１(進路希望実現)の項目に含まれているのか。 

４(国内最高の音楽教育)の項目の中に載せる方がいいのではないか。 

○その他 

・１年生（73 期生）が入学直後の春先に比べ、「夕陽生らしく」なってきた。授業の様子からもしっかり考え

て行動する「自主・自律」が育成されているように感じた。 

 

以上の提言やご意見に対して、学校から以下の説明をしました。 

 授業アンケートの結果は各教員に数値だけでなく、生徒からのコメントも含め伝え、授業改善に生かして

いる。参考となる主な意見は教職員全体で共有している。 

 音楽科について、受験生は課題曲等を弾き合う会、３年生の演奏会を設定している。個人の演奏時間につ

いても、多くの生徒に演奏機会があるように配慮した結果である。 

 遅刻理由の多くは’体調不良’や’気持ちの浮き沈み’に関わるものである。特に今年は 8 月後半の遅刻数が昨

年より増加しており、長期休業後や学校行事後の遅刻が多い。単に、怠けととらえるより、自己理解や自

分との向き合い方を確認させるような多面的なアプローチが必要だと考えている。 

また、各学年で朝学とコラボするなど、学年全体で遅刻減少に取り組んでいる。 

 1～３の項目は、夕陽丘全体の重点目標・取り組み項目であり、音楽科の進学実績も１に含んでいる。４

の項目では、音楽科に特定した進路希望実現を掲げていないので載せていない。 

 今年度から新たな取り組みとして導入した 73 期生による「Classi」の使用方法、生徒の使用状況等、ま

た、災害時の教員の緊急連絡用ツールとしての使用状況を実際に映像で観ていただいた。 

 

最後に、次回第３回学校運営協議会（1/31 15:30）の連絡と挨拶の後、閉会となりました。 

 

 

 

 

 



平成 30 年度 第 1回 学校運営協議会の報告 

 

平成 30 年 5 月 29 日(火)15 時 30 分より、第１回学校運営協議会を開催しました。校長より学校運営協議会移

行の趣旨・挨拶に続き、委員紹介、本校職員紹介を行い、次の２点について校長から報告・説明をしました。 

 

⑧ 平成 29 年度学校評価、平成 30年度学校経営計画について 

⑨ 平成 30 年度授業アンケート（前期）について 

 

これらの報告に対して委員長を中心に協議に入り、以下のようなご提言やご意見をいただき、学校側から説明

しました。 

   

○ICT の活用について 

・生徒のアンケートにクラウドサービスを利用することは、生徒の学びの記録と教員の働き方改革からとても

いいと考える。 

・授業にスマートフォンを取り入れてもいいのではないか。 

・ICT を活用しわかりやすい授業を展開されているが、対面的なコミュニケーションも大切であり、アナログ

を好む生徒もいる中で、配慮して ICT を活用する必要がある。 

 有効なツールと考え、使い方を工夫していく。授業ではペアワーク・グループワークなど、行事において

もコミュニケーションを伴う協同的な活動を大切にするなど配慮している。 

 

○学校と保護者の関係について 

・保護者の授業や行事等への参加に対する意識がとても高いが、どのような取組みをされているのか。 

・保護者対象の講演会の参加者を増やしたい、また参加できない保護者に対してその内容を知らせることはで

きないか。 

 PTA 活動が盛んであることと、生徒の様子を見て、学校への関心が高まっているのでは。 

 講演等の動画などを限定的に公開できるようにしていくことはできるかもしれない。 

 

○平成 30年度学校経営計画について 

・進路目標の国公立・関西 5私大合格を昨年度達成しているのに 200 名のままの設定の根拠はなにか。 

・「３SK と働き方改革」と「一つ上の成績」がどう結びつくのか。 

 進路目標は 3年間の目標として設定しているので昨年度と同様にしている。  

 身の回りの整理整頓から効率を上げ、メリハリをつけることにより学習力 UP につなげたい。 

 

○その他 

・前年度の遅刻目標を達成できなかった理由は何か。 

・授業力向上のため相互見学を行っているが、教員全員が「見る」と同時に「見られる」工夫が必要である。 

 大幅に増えていない、理由のはっきりした配慮の必要な件数が昨年より増えた。 

 指導教諭と教務部で授業見学の方法について考えたい。 

 

最後に校長より挨拶があり閉会となりました。 

 

第２回学校運営協議会は１０月２３日（火）PM２：５０～を予定しております。 

 


